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優
雅
な
花
の
名
前
の 

二
人
静 

（
ふ
た
り
し
ず
か
） 

昨
年
（2

0
23

年
）
、
７
月

に
知
り
合
い
が
、
植
木
鉢
に

小
さ
な
花
の
苗
を
植
え
て
持

っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。 

二
種
類
の
花
が
植
え
て
あ

り
ま
し
た
。 

一
つ
は
「
肥
後
す
み
れ
」
、

も
う
一
つ
は
「
二
人
静
（
ふ

た
り
し
ず
か
）
」
と
札
が
か

か
っ
て
い
ま
し
た
。 

「
肥
後
す
み
れ
」
は
、
二
ヶ

月
程
前
に
可
愛
い
花
が
咲
き

ま
し
た
。 

そ
し
て
「
二
人
静
（
ふ
た

り
し
ず
か
）
」
が
、
今
月

(

４
月
）
中
ご
ろ
に
、
咲
き

は
じ
め
ま
し
た
。 

        

何
と
優
雅
な
花
の
名
前
で

し
ょ
う
か
。 

静
（
し
ず
か
）
の
名
前
が

つ
い
た
花
に
、
一
人
静
（
ひ

と
り
し
ず
か
）
と
二
人
静

（
ふ
た
り
し
ず
か
）
が
あ
る

様
で
す
。 

平
安
時
代
末
期
に
、
平
安

の
三
美
女
と
し
て
称
さ
れ
る

「
静
御
前
（
し
ず
か
ご
ぜ

ん
）
」
が
い
ま
し
た
。 

一
人
静
（
ひ
と
り
し
ず

か
）
は
春
先
、
４
枚
の
葉
を

突
き
抜
け
て
、
白
い
ブ
ラ
シ

状
の
と
て
も
変
わ
っ
た
花
を

１
本
咲
か
せ
る
よ
う
で
す
。 

名
前
は
、
源
義
経
が
好
ん

だ
「
静
御
前
」
と
い
う
女
性

が
一
人
で
舞
っ
て
い
る
姿
に

見
立
て
た
こ
と
か
ら
名
前
が

つ
い
た
様
で
す
。 

     

二
人
静
（
ふ
た
り
し
ず

か
）
の
花
の
名
前
は
、
静
御

前
は
源
義
経
の
側
室
で
、
吉

野
山
で
源
頼
朝
に
捕
ら
え
ら 

れ
、
鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
で

「
義
経
を
慕
う
歌
を
歌
い
な

が
ら
一
人
で
舞
を
舞
っ
た
能

楽
」
の
静
御
前
と
そ
の
亡
霊

の
舞
姿
に
た
と
え
て
つ
け
ら

れ
た
と
の
事
で
す
。 

記
：
大
岡 

津
奈
子 

  

見
直
そ
う 

「
も
っ
た
い
な
い
」 

僕
が
よ
く
行
く
、
病
院
の

待
合
室
に
「
道
徳
を
考
え
る

月
刊
誌
」
が
置
い
て
い
ま

す
。 昨

年
（
令
和
５
年
）
の
10

月
号
に
、
見
直
そ
う
「
も
っ

た
い
な
い
」
の
タ
イ
ト
ル
の

本
を
読
ん
で
感
銘
を
受
け

た
。 今

や
世
界
で
も
注
目
さ 

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
、 

「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
」

（
も
っ
た
い
な
い
）
と
い

う
、
日
本
語
特
有
の
表
現
の

言
葉
が
、
外
国
語
に
は
こ
の

言
葉
の
適
切
な
言
葉
が
無
い

の
で 

「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ

Ａ
Ｉ
」
が
そ
の
ま
ま
使
わ

れ
、
世
界
に
広
め
よ
う
と
い

う
活
動
が
生
ま
れ
た
。 

こ
の
活
動
の
提
唱
者
は
、 

ケ
ニ
ア
出
身
の
環
境
保
護 

活
動
家
の
「
ワ
ン
ガ
リ
・
マ

ー
タ
イ
さ
ん
（ 1940

 

～ 

2011

年
・
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
受
賞
者
）
で
す
。 

こ
の
言
葉
に
注
目
し
た
の

は
、
３
Ｒ
＋
リ
ス
ペ
ク
ト

（
尊
敬
）
の
気
持
ち
ま
で
も

言
い
表
し
て
い
る
か
ら
だ
と

い
う
の
で
す
。 

日
本
の
各
地
に
は
、
針
供

養
・
筆
供
養
・
包
丁
供
養
な

ど
が
有
り
ま
す
。
役
目
を
終

え
た
道
具
を
供
養
す
る
習
慣

で
す
。 

そ
し
て
私
達
の
身
の
回
り

に
あ
る
物
は
元
を
た
だ
せ
ば

「
自
然
か
ら
与
え
ら
れ
た
も

の
」
で
す
。 

そ
の
物
が
私
達
の
手
元
に

来
る
ま
で
に
は
、
物
を
つ
く

る
方
・
加
工
す
る
方
・
流
通

な
ど
に
携
わ
っ
た
多
く
の
人

達
の
苦
労
が
あ
る
の
で
す
。 

食
品
と
い
う
「
物
」
に
つ

い
て
も
農
家
の
方
や
漁
業
の

方
の
苦
労
や
料
理
を
す
る

方
々
な
ど
い
る
の
で
す
。 

こ
う
し
た
物
の
背
後
に
あ

る
様
々
な
恩
恵
を
認
識
し
、

物
の
「
い
の
ち
」
を
生
か
し

き
る
努
力
を
す
る
こ
と
が
、

日
々
そ
れ
ら
の
恩
恵
を
受
け

て
い
る
者
と
し
て
認
識
し
て

物
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。 

記
：
大
岡 

成
一 

令和 6年（2024年）度 

「VG槻輪」総会の報告 

主議題 ○令和 5年度活動実績の承認 

    ○令和 6年度新役員選出 

    ○令和 6年度活動計画（案）の審議 

VG槻輪の総会は、令和 6年 4月 18日(木)午前 10

時 30分から約 1時間、茨木市役所前の「おにク

ル」において開催され、議長委任 4名を除く 13名

全員が参加致しました。 

 先ず昨年度（令和 5年度）の活動実績の報告を大

岡会長が行ない、同年度の会計報告、会計監査報告

を各役員からそれぞれ説明があり、報告どおり了承

されました。 

 次に新役員選出について立候補者がいないので、

議長より副会長に明見容子氏、会計に中原マサ子

氏、監査に山口幸子氏がそれぞれ選出され、会長に

大岡氏が留任で決まりました。 

 昨年度は不在でした書記に、奥田美智子氏が選出

され全員決定いたしました。 

次に新年度（令和 6年度）の活動計画として、 

本年度は、会創設 20周年記念の年なので記念事業

の提案と記念事業の協力方要請がありました。 

 以上総会案件が一通り終了し、「おにクル」の総

会会場を後に、懇親会場三府寿司へと移りました。 

 懇親会場では、なごやかな雰囲気の中で出された

料理を戴き、すべての予定が終了致しました。 

記：松政 徳次郎  

 

会
員
だ
よ
り 

一人静 「おにくる」での総会

風景 

三府寿司での親睦昼食会 

二人静 

ふたりしずか 


